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国際ロータリー会長：バリー・ラシン 
第 2550 地区ガバナー：  伊東 永峯 
事務所：〒325-0826 宇都宮市西原町 142 
      宇都宮グランドホテル内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
 

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：村山  茂  幹  事：植竹  一裕 
事務局：(株)植竹虎太商店内 植竹  一裕 
   〒325-0056  那須塩原市本町 6-5 
   TEL:0287-62-1123・FAX:0287-63-9228 
   E-mail: k.uetake@coral.plala.or.jp 

   例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
                12:30 – 13:30 
       割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2829・2830回 村山年度第12・13回合併号 会報 2018 11-7 司会 荒牧明二君 

欠席の場合は当日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会  井出 法君（出席規定の免除会員数7名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 11月 7日 37(7) 30(4) 7(3) 90.9% 

前回 10月28日 37(7) 37(7) 0(0) 100% 

お客様 

 米山記念奨学生 
権鎬珍様 

 国際ロータリー第2550地区 
青少年奉仕委員長 二十二修様 

会長挨拶 村山茂会長 

しては、大森貞男さんがカテゴリー優勝されたと
伺っております。おめでとうございます。また、27日
の晩餐会に先立ちまして、ポール・ハリスゆかりの
月桂樹の苗木を宇都宮グランドホテル内庭園に植
樹並びに記念碑の序幕式に、髙木慶一副会長と
ともに立会わせていただきました。 

 皆様、今日は。過日の地区大会、記念ゴルフコ
ンペ、RI会長代理歓迎晩餐会、そして大会本会議
と3日間にわたる一連の記念行事において、皆様
のご協力により滞りなく終了いたしましたことに対し
厚くお礼申し上げます。記念ゴルフ大会におきま 

 並行して、那須塩原市最大のイベントの那須野
巻狩まつりが27日、28日に開催され、その運営に
協力いたしました。藤﨑社会奉仕委員長並びに鳥
居委員には救護班として大変お疲れさまでした。
ここ何年か地区大会と開催日が重なり、今年も大
会本会議に出席することが出来ませんでした。誠
に申し訳ございません。 
 さて、11月はロータリー財団月間そしてロータ
リークラブとインターアクトクラブに、11月5日を含
む1週間（月～日曜日）を「世界インターアクト週
間」として順守するように奨励しております。後段の
インターアクトにつきましては、この後の卓話で二
十二地区青少年委員長のお話があると思います
ので、私からは前段のロータリー財団についてお
話させていただきます。 
 ロータリー財団の使命は、より良い地域づくりの
ための活動やグローバルなイニシアチブを資金面
で支えることで、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。クラブや地区に補助金を 
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提供しているほか、ポリオの撲滅や平和の推進と
いったグローバルなキャンペーンを展開していま
す。それを実現しているのは、皆様からのロータ
リー財団への寄付でございます。2018-19年度の
黒磯クラブは、全会員180ドル及びベネファクター1
名の実績となっております。そして、地区補助金を
活用して「こっこ食堂」への無料食事券30万円の
支援を実施し、貧困児童救済のお手伝いをいたし
ました。 
 ロータリー財団は、1917年、アーチC・クランフRI
会長が「世界でよりよいことをするために」基金の
設置を提案。1928年に「ロータリー財団」と名付け
られました。26ドル50セントの寄付から始まった
ロータリー財団は、現在では10億ドル以上の寄付
を受けるほどの大きな財団に成長しております。 
 財団の主なプログラムの変遷については、 
 1947年：「Fellowships for Advance Study（高等

教育のためのフェローシップ）を開始。後の「国
際親善奨学金」 

 1965～66年：「研究グループ交換（GSE）」
「Awards for Technical Training（技術研修のた
めの補助金）」「Grants for Activities in keeping 
with the Objective of The  Rotary Foundation
（ロータリー財団の目的を果たす活動のための
補助金、後の「マッチング・グラント」）」の３つの
プログラム開始 

 1978年：「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）
補助金プログラム開始 プロジェクト第1号とし
て、フィリピンの600万人の子供たちにポリオ予
防接種を実施。 

 1985年：全世界でポリオ撲滅をめざす「ポリオプ
ラス・プログラム」を設置。 

 1987～88年：初めての平和フォーラムの開催。
これが「ロータリー平和フェローシップ」創設の
きっかけとなる。 

 2013年：世界中のロータリアンがグローバルな
ニーズに応えられるよう、新しい補助金モデル
（地区補助金、グローバル補助金、パッケージ・
グラント）の導入。 

 以上、ロータリー財団についてその概要をお話
いたしました。財団は、資金面においてロータリー
活動を支えるものでございますので、ご理解の上
今後とも皆様のご協力をお願い申し上げご挨拶と
いたします。ご清聴有難うございました。 

親睦委員会 委員 豊田哲司君 

荒牧明二君  鈴木久雄君  吉光寺政雄 君 鈴木隆子君  
髙木茂君 斎藤幸夫君  （欠席 黒澤洋一君） 

植竹一裕君  檜山達郎君   斎藤幸夫君  

 皆さんこんにちは。親睦委員会委員の豊田です。
今月の誕生日は荒牧明二さん、吉光寺政雄さん、
黒澤洋一さん、鈴木久雄さん、鈴木隆子さん、髙
木茂さん、斎藤幸夫さんです。 
 結婚記念日は植竹一裕さん、檜山達郎さん、斎
藤幸夫さんです。 
 
 

  

宇都宮大学農林共生社会科学博士課程2年 権 鎬珍君 

幹事報告 植竹一裕幹事 

村山年度第12回幹事報告 
 過日の地区大会で、35年100％出席で大森貞

男君・30年100％出席で鈴木久雄君・25年
100％出席で田中徹君がそれぞれ記念品を贈
呈されました。 

 地区国際奉仕委員長研修会の案内が届きまし
たので、時庭稔国際奉仕委員長にお渡ししまし
た。 2 



２０１８-２０１９年度 国際ロータリー第2550地区 

地区大会 長寿会員表彰 

相馬征志君 

檜山達郎君 

委員会報告 大島三千三副会長 

 皆様こんにちは、委員会報告を受け付けますの
で、報告のある委員会は報告願います。 

 広報委員会 委員長 鈴木久雄君 

 ガバナー事務所より11月のロータリーレートが
＄1=￥112と連絡が入りました。 

 米山記念奨学会より特別寄付感謝状並びに法
人申告用領収書が届きましたのでお配り致しま
す。 

 ガバナー事務所より、ロータリーリソースが届き
ましたので回覧致します。 

 本日例会終了後、第9回村山年度理事・役員
会を開催致します。理事・役員の皆様はお残り
下さい。 

 皆さん今日は、広報委員会からのお知らせです。
毎年、恒例になっております黒磯ロータリークラブ
のデジタルフォトコンテスト開催します。第2次村山
年度で第18回を迎えます。今年度は会員の皆様
が集まった中で、自分のご自慢の写真からベスト
スリーを出して頂いて、題はございません無題でご
ざいます。何でもよろしいので自分の気に入った
写真を会員とその奥様、出展頂ければと思います。
詳細につきましては後日改めてご連絡申し上げま
す。 

 職業奉仕委員会 委員長 石山桂子君 

 職業奉仕委員会からご連絡申し上げます。次週
例会、来週14日は職場訪問となります。訪問先は
板室の電源開発です。時間は点鐘12時、12時30
分出発、バスを用意しておりますのでお間違えの
無いよう宜しくお願いします。 
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 ゴルフ愛好会 戸野俊介君 

 皆さん今日は、ゴルフ愛好会からご連絡します。
今年度のゴルフ愛好会は会長を髙木慶一さん、幹
事を和気勝利さんと私、戸野で運営していきます
ので宜しくお願いします。早速ですが、村山年度
第1回のコンペを開催したいと思います。日付が11
月25日（日）場所は那須伊王野カントリークラブ、本
日、ゴルフ及び懇親会の出欠について回覧します
のでご記入宜しくお願いします。 

 社会奉仕委員会 委員長 藤﨑善隆君 

 社会奉仕委員会委員長の藤﨑善隆です。10月８
日に行われました、那須塩原駅前一斉清掃の、慰
労反省会を行います。11月16日金曜日、18時半よ
り、会場は石山さんです。会費は4000円です。清
掃にご欠席の方も慰労反省会にはご参加頂けま
すのでみなさまのご出席をお待ち申し上げており
ます。出欠票を回覧していますが、来週の例会日
を閉めきりとさせていただきますのでよろしくお願い
申し上げます。 

 会員増強委員長 秋間忍君 

 １１月３日（土）、宇都宮グランドホテルで「地区
ロータリー公共イメージ並びに会員増強セミナー」
が開催され、黒磯RCクラブからは植竹幹事、鈴木
広報委員長、地区公共イメージ委員及び会員増強
委員長の私の計三人が出席しました。 
 第一ゾーンロータリー公共イメージコーディネー
ター、第2570地区パストガバナー鈴木秀憲氏（吹
上RC）のご講演があり、対外的にロータリーを紹介
する際にはどのような言葉を選んだら良いか等を教
えていただきました。 

 同セミナーで会員募集用のパンフレットを預かっ
て参りましたので、お心当たりの新入会員候補者が
おられる方は秋間まで申し出くださるようお願いい
たします。 

ニコニコボックス 鈴木隆子君 

村 山 茂 君 地区青少年奉仕委員長、二十
二修様ようこそ黒磯クラブヘ 

荒 牧 明 二 君 誕生祝いありがとうございます。 
鈴 木 久 雄 君 誕生祝いありがとうございます。 
泉 道 夫 君 幸運にも40年間無事故無違反

表彰を頂戴しました。 
斎 藤 幸 夫 君 いつもお世話になりありがとうご

ざいます。今日は結婚記念日と
誕生日が重なります。 

鈴 木 隆 子 君 誕生祝いありがとうございます。 
吉光寺政雄君 誕生祝いありがとうございます。 

青少年奉仕委員会 
副委員長 平山博君 
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 皆さん今日は、青少年奉仕委員会副委員長の平
山でございます。本日、安藤委員長が急用のため
出席できません。皆様に大変申し訳ないとのことで
ございます。代りまして副委員長の私が第2550地
区青少年奉仕委員長を勤めております二十二修
様をお招きして卓話をお願いしております。早速、
卓話をお願い致します。 

 国際ロータリー第2550地区 
青少年奉仕委員長 二十二修様 

 地区青少年委員会の二十二と申します。まず
もって、黒磯RCの皆様には、日頃より地区青少年
奉仕各部門委員会に深いご理解とご支援を賜り深
く感謝申し上げます。誠にありがとうございます。ま
た、本日は青少年奉仕のプログラムにつきまして
卓話の機会をいただき重ねてお礼申し上げます。 
 さて、私2007年より地区IACを拝命し、10年以上
青少年のプログラムにかかわってきました。その間、
月江元IAC委員長に道標をお示しいただき、また、
髙木様や秋葉様をはじめ、黒磯RCの多くの皆様
にご指導頂き、感謝いたします。 
 黒磯RCではすでにIACを提唱されており、また、
交換学生を推薦・受け入れたり、RYLAに参加した
りして青少年奉仕のプログラムを数多く実践されて
いると思います。 
 今日は未だ、青少年と接する機会の少ない方、
また、更なる青少年奉仕を実践されようとしている
方に青少年奉仕各プログラムのご紹介と、地区内
現況についてお話させていただきます。夢のある
プログラム「青少年奉仕をより楽しむ」そのきっかけ
となれば幸いでございます。 
 1905年相互扶助と親睦で始まったRC 

すぐに、第3の柱として社会奉仕の概念が加え
られる。ロータリーは初期のころから地域の青少
年に対し様々プログラムを行ってきた。 

• 障害者児童の支援プログラム 
• 読み書きができない子供たちの支援プログラム 
• Boy’weekと称する若者たちの育成プログラム 
• 社会奉仕的なプログラムが多かった 
 青少年育成プログラム 
• RYE 1929年フランスで始まり、日本でも1962年

宮崎洋子（福岡）メルボルンへ 
• IAC 1962年メルボルン 1963年 仙台 
• RYLA 1957年 オーストラリア 1976年 大阪・

和歌山 
• RAC 1968年 川越 
 新世代奉仕（New Generation Service) 

 1996年カルガリー国際大会でルイス・ビセン
テ・ジアイ元RI会長が提唱「失敗と成功を分か
つ要素は、未来へのビジョンです。新世代は未
来への投資です。今日から、未来を築き始めよ
うではありませんか。」 

 五大奉仕部門 
2010年ロータリーの5大奉仕部門となる 
標準ロータリークラブ定款第5条 

 奉仕の第五部門である「新世代奉仕」は、指
導力養成活動、社会奉仕プロェクトおよび国際
奉仕プロジェクトへの参加、世界平和と異文化
の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青
少年ならびに若者によって、好ましい変化がも
たらされることを認識するものである。 

 新世代奉仕からから青少年奉仕（Youth 
Service)へ2013年規定審議会で名称変更 
未来の地域のリーダーを育成する 
 インターアクト（IAC) 
 ローターアクト（RAC) 
 青少年指導者育成プログラム（RYLA） 
 ロータリー青少年交換（RYE) 
年齢30歳までの多数の青少年が、 将来リー
ダーとなるために必要なスキルを身につけ、地
域のプロジェクトや指導力開発の研修への参
加、自分自身と世界について発見する機会を
提供 

 ロータリアンの遺伝子の継承 
 インターアクト（IAC) 
 ローターアクト（RAC) 
 青少年指導者育成プログラム（RYLA） 
 ロータリー青少年交換（RYE) 

 RIの常設プログラム 
RI理事会が、クラブと地区のために推奨し、そ
の枠組みと指針を含む組織されたプログラム 

 IAC 
12歳から18歳までの青少年に、楽しく意義ある
奉仕プロジェクトに参加する機会を提供する 

 目的   「奉仕と国際理解」 
１５０余りの国と地域  ２０,０００以上のクラブ４５
０,０００人以上のインターアクター世界中で活躍 

 地区内IAC 
• １７クラブ ６６５名のインターアクター 
• すべてのクラブが学校を基盤 
• 各IACクラブが提唱ロータリークラブの支援を受

け独自に活動 
• 地区での活動 

海外IACとの相互交流 
国際理解 
尾の植樹活動 
奉仕活動 
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 RAC 
• 18歳～30歳までの青年男女のクラブ 
• リーダーシップの能力を磨き、社会で活躍でき

る技能を身につける 
• 提唱ロータリークラブの真の「奉仕のパート

ナー」 

 地区RAC 
• 2つのローターアクトクラブが活躍中 

宇都宮東RAC  足利東RAC 
• 地域社会を基盤とし活動 
• 様々な奉仕活動を通し、リーダシップと友情を

育む 
 RYLA 
• Rotary Youth Leadership Awads 

ロータリー青少年指導者育成プロブラム 
• リーダーシップを発揮したい・・・・ 

自分の可能性を広げたい・・・・ 
世界を変えたい・・・・・・ 
そんな考えを実現さするための第一歩 

• リーダーシップの力を引き出す 
創造性のある解決力を養う 

 地区RYLA 
• 30歳までの社会人を対象としたセミナー 
• 高校生を対象としたセミナー 

 RYE 
• １５～１９歳学生が対象のプログラム 
• ロータリーの支援の下、１５０か国以上、８,０００

名以上で実施 
• 日本では、２０か国以上、１５０名以上で実施 
• 言語や文化を学びながら、海外に友人を作り、

世界市民としての自覚を養う 
• ロータリーの親善大使としての派遣・受入 

世界平和の実現 

 地区RYE 
• 一年交換のみ実施 
• 毎年５名程の派遣・受入 
• 今年の派遣・受入 

アメリカ２名・台湾２名・フランス・イタリア各１名 

 青少年保護 
• RIの常設プログラム 

枠組みと方針はRI理事会によって示される 
 青少年と接する際の行動規範に関する声明 

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加す
るすべての青少年のために安全な環境をつくり、
これを維持するように努める。ロータリアン、そ
の配偶者、その他のボランティアは、接する児
童及び青少年の安全を考え、肉体的、性的、
および精的虐待から身を守るため、最善を尽く
す義務がある。ロータリー章典２．２２０．１ 

  
 今日のリーダーである皆さんが、次世代のリー
ダーを育てることは義務であります。青少年奉仕プ
ログラムへの参加は、権利であり義務でもあります。
IACで芽生えた奉仕と国際理解の芽が、交換学生
となり花開き、RACやRYLAによってさらに成長す
る。そしてさらに、財団親善奨学生や平和フェロー
となり世界へ羽ばたいていく。そんな夢のプログラ
ムにぜひ皆さんも積極的に参加ください。そして皆
さんの持つ、ロータリーの理念をまとった遺伝子を、
若い世代に引き継いで行ってください。ご清聴あり
がとうございました。 
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次回例会   平成30年11月14日   担当 職業奉仕委員会 職場見学会 
 

近隣クラブ例会日 
  火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 

近隣クラブ例会日 
  木曜日  大田原/ホテル龍城苑 0287-24-2525 

  水曜日  塩原/塩原カントリークラブ 0287-35-2211   木曜日  那須/ホテルエピナール那須 0287-78-6000 
  木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165   金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

11月 7日欠席(敬称略) 
秋葉秀樹・荒井昌一・大森貞男・黒澤洋一 
髙木慶一・安藤譲治・瀬尾紀夫 

前回 10月28日分メークアップ(敬称略) 
該当なし 

会報委員会：稲垣政一・和気勝利・秋間 忍・藤﨑善隆 7 

2018-2019年度 国際RC第2550地区 地区大会 

大会プログラム 

ポール・ハリスゆかりの月桂樹植樹記念碑序幕式 

記念ゴルフ大会カテゴ
リー優勝 大森貞男君 

記念碑の脇に立つ 
村山会長 

米山記念奨学生 権鎬珍君 挨拶 

参加者集合写真 

慰労会 
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